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町花のバラが町内各地を彩る
　６月に入ると町花のバラが満開に咲
き、町内各地を彩ります。
　美里町では、５月31日、６月１日の二
日間、バラの笑談館などを会場に、みさ
とローズガーデンフェアが開催され、多
くの来場者でにぎわいを見せました。

写真・文 提供／美里町

町村会のうごき

共済事業アレコレ

町村通信21〜村田町〜
村田町は町制施行130周年・町村合併70周年

「安心して豊かに暮らせるまち むらた」の実現を
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宮城町村会だより



宮城県町村会　齋清志 会長

宮城県　村井嘉浩　知事

宮城県町村会のうごき
　

５
月
30
日
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
、
宮
城
県
主
催
の
市
町
村
長
会
議

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
か
ら
は
齋
清

志
会
長
を
は
じ
め
21
町
村
長
が
出
席
し
、

町
村
長
を
代
表
し
て
齋
会
長
が
村
井
嘉
浩

宮
城
県
知
事
に
対
し
て
要
望
を
行
い
ま
し

た
。

　

要
望
の
詳
細
と
県
か
ら
の
回
答
要
旨

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
　「
観
光
の
更
な
る
発
展
に
つ
い
て
」

　

宮
城
県
の
観
光
客
入
込
数
は
、
令
和
元

年
を
上
回
り
過
去
最
高
と
な
っ
た
が
、
約

６
割
が
仙
台
圏
域
で
あ
り
、
未
だ
令
和
元

年
の
水
準
ま
で
回
復
し
て
い
な
い
圏
域
が

多
い
。
外
国
人
宿
泊
者
数
に
つ
い
て
も
、

宮
城
県
は
全
体
の
０
．
５
％
と
関
東
地
方

と
大
き
な
差
が
あ
り
、
県
の
施
策
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

仙
南
地
域
で
は
、
村
田
町
に
お
け
る
宮

城
オ
ル
レ
コ
ー
ス
や
、
蔵
王
町
の
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
認
定
な
ど
観
光
需
要
の
高
ま
り

が
期
待
さ
れ
、
広
域
的
な
観
光
支
援
の
強

化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

宿
泊
・
飲
食
の
サ
ー
ビ
ス
業
は
離
職
率

が
高
く
、
恒
常
的
な
人
員
不
足
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
従
業
員
の
定
着
促
進
へ
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

　

宿
泊
税
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
か
ら
シ

ス
テ
ム
改
修
等
、
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て

お
り
、
丁
寧
な
対
応
を
継
続
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
要
旨
】

　

第
６
期
み
や
ぎ
観
光
戦
略
プ
ラ
ン
で
圏

域
ご
と
の
宿
泊
観
光
客
数
の
数
値
目
標
を

掲
げ
、
市
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、
認
知
度
向
上
に
努

め
る
。

　

多
彩
な
観
光
資
源
を
有
す
る
仙
南
地
域

で
、
県
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
強
く
発

信
し
て
い
く
。

　

観
光
産
業
の
人
員
確
保
に
つ
い
て
、
就

業
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
に
よ
り
、
定
着
促
進

を
図
っ
て
お
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
外
国

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
を
支
援
し
、
効
果
的
な

取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

　

宿
泊
税
に
つ
い
て
、
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
の

改
修
補
助
を
創
設
し
、
個
別
相
談
会
を
開

催
す
る
な
ど
不
安
解
消
に
努
め
る
。

②
　「
気
候
変
動
に
対
応
し
た
米
及
び
水

　
産
業
の
支
援
に
つ
い
て
」

　

米
価
は
高
止
ま
り
が
続
い
て
お
り
、
県

民
が
安
心
し
て
安
定
し
た
価
格
で
購
入

で
き
る
主
食
米
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

水
産
業
に
つ
い
て
、
温
暖
化
に
よ
る
不

漁
や
魚
種
の
変
化
、
養
殖
漁
業
の
不
安
定

化
、
加
工
原
料
の
不
足
・
高
騰
に
よ
る
水

産
加
工
業
へ
の
打
撃
が
生
じ
て
い
る
。
海

洋
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
新
魚
種
養
殖
業

等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
県
か
ら
の
技
術

的
助
言
の
強
化
や
、
設
備
面
へ
の
財
政
支

援
等
拡
充
を
要
望
す
る
。

【
回
答
要
旨
】

　

県
で
は
米
作
に
対
す
る
技
術
対
策
の
ほ

か
、
品
種
開
発
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
米

の
市
場
価
格
適
正
化
に
つ
い
て
も
、
需
要

に
応
じ
た
米
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

　

新
規
養
殖
種
の
導
入
試
験
、
技
術
改
善

等
の
取
組
に
対
す
る
経
費
助
成
や
技
術
的

助
言
、
養
殖
技
術
の
開
発
、
事
業
者
の
機

器
整
備
支
援
を
進
め
、
支
援
策
の
拡
充
を

検
討
し
て
い
く
。

③
　「
小
中
学
校
の
教
育
環
境
の
さ
ら
な
　

　
る
向
上
に
つ
い
て
」

　

本
県
の
小
中
学
校
で
は
、
文
部
科
学
省

の
学
力
調
査
の
正
答
率
が
平
均
以
下
で
あ

り
、
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
全
国
最
多
と

な
っ
た
。
市
町
村
で
は
一
般
財
源
に
よ
り
、

教
育
専
門
員
、
教
育
相
談
員
、
自
立
支
援

相
談
員
保
幼
小
架
け
橋
リ
ー
ダ
ー
等
を
独

自
に
配
置
す
る
団
体
も
あ
り
、
県
に
よ
る

財
政
支
援
を
要
望
す
る
。

　

不
登
校
、
い
じ
め
、
学
力
向
上
対
策
は
、

県
と
市
町
村
が
一
体
で
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
市
町
村
教
育
委
員
会
に
対
す
る

指
導
主
事
等
の
技
術
的
支
援
の
強
化
を
お

願
い
し
た
い
。

【
回
答
要
旨
】

　

学
力
向
上
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支

援
に
つ
い
て
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
市

町
村
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
課
題
に
取
り

組
む
伴
走
型
の
指
導
主
事
学
校
訪
問
を
導

入
し
、
取
組
を
支
援
す
る
。

　

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援
と
し
て
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
心
の
ケ
ア
支
援

員
等
の
配
置
に
加
え
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
支
援
員
の
配
置
等
、
市
町
村
へ
の
財

政
的
支
援
を
検
討
す
る
。

令
和
７
年
度 

市
町
村
長
会
議
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各
協
議
会
総
会　

　

市
町
村
長
会
議
に
先
立
ち
、
宮
城
県
町

村
会
に
事
務
局
を
置
く
各
種
協
議
会
の
総

会
を
開
催
し
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
次
の

通
り
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

・
宮
城
県
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会

　

会　

長　

須
田
善
明　

女
川
町
長（
再
任
）

　

副
会
長　

佐
藤　

仁　

南
三
陸
町
長（
再
任
）

・
宮
城
県
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
村

　
協
議
会

　

会　

長　

小
山
修
作　

川
崎
町
長（
再
任
）

　

副
会
長　

小
関
幸
一　

七
ヶ
宿
町
長（
再
任
）

・
全
国
過
疎
地
域
連
盟
宮
城
県
支
部

　

支
部
長　

小
関
幸
一　

七
ヶ
宿
町
長（
再
任
）

　

副
支
部
長　

佐
藤　

智　

栗
原
市
長（
再
任
）

・
全
国
山
村
振
興
連
盟
宮
城
県
支
部

　

支
部
長　

保
科
郷
雄　

丸
森
町
長（
再
任
）

　

副
支
部
長　

石
山
敬
貴　

加
美
町
長（
新
任
）

・
宮
城
県
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会

　

会　

長　

村
上
英
人　

蔵
王
町
長（
再
任
）

　

副
会
長　

櫻
井
公
一　

松
島
町
長（
再
任
）

　

任
期
は
令
和
７
年
６
月
１
日
か
ら
令
和

９
年
５
月
31
日
の
２
年
間
に
な
り
ま
す
。

  

令
和
７
年
度
宮
城
県
観
光
地

  

所
在
町
村
協
議
会
視
察
研
修

　

６
月
30
日
～
７
月
１
日
の
２
日
間
、
町

村
長
等
16
名
が
参
加
し
、
静
岡
県
河
津
町

や
西
伊
豆
町
へ
の
視
察
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

初
日
は
河
津
町
を
訪
問
し
、
岸
河
津
町

長
に
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、
河

津
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る「
滞
在
型
観
光
」

な
ど
に
つ
い
て
聴
取
し
ま
し
た
。
河
津
町

で
は「
河
津
桜
」発
祥
の
地
で
知
ら
れ
、
春

の
河
津
桜
ま
つ
り
に
は
、
伊
豆
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

い
る
一
方
で
、
河
津
桜
ま
つ
り
の
時
期
以

外
の
誘
客
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
町
内
イ
ベ

ン
ト
・
施
設
情
報
の
発
信
、
フ
ラ
ワ
ー
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
や
天
城
ア
タ
ッ
ク
35（
ト

レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
）な
ど
ス
ポ

ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
都
市
部
か
ら
の
農
業
体

験
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
新
規

の
誘
客
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
河
津
桜

の
持
続
的
維
持
に
向
け
て「
桜
守
人
」の
人

材
育
成
や
個
人
所
有
の
河
津
桜
を
守
る
た

め
樹
木
医
診
断
や
剪
定
に
関
す
る
補
助
の

新
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

河
津
町
役
場
で
事
業
の
説
明
を
受
け
た

後
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
バ
ガ
テ
ル
公
園
の

姉
妹
園
と
な
っ
て
い
る
河
津
バ
ガ
テ
ル
公

園
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
西
伊
豆
町
を
訪
問
し
、
星
野

西
伊
豆
町
長
に
歓
迎
の
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
後
、
西
伊
豆
町
で
実
施
さ
れ
て
い
る「
ツ

ッ
テ
西
伊
豆
」に
つ
い
て
聴
取
し
ま
し
た
。

西
伊
豆
町
で
は
静
岡
県
内
１
位
の
高
齢
化

率
を
抱
え
、
漁
師
が
減
少
し
遊
休
漁
港
の

活
用
な
ど
の
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
直
売
所「
は
ん
ば
た
市
場
」の
オ
ー
プ

ン
や
釣
り
客
を
観
光
に
誘
引
、
漁
獲
量
の

補
て
ん
、
は
ん
ば
た
市
場
に
地
物
を
集
め

る
た
め
、
釣
り
人
が
釣
っ
た
魚
を
地
域
共

通
通
貨
と
交
換
し
、
町
内
の
加
盟
店
で
宿

泊
、
飲
食
等
に
利
用
で
き
る「
ツ
ッ
テ
西

伊
豆
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

西
伊
豆
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
事
業
の
説

明
を
受
け
た
後
、「
ツ
ッ
テ
西
伊
豆
」で
買

い
取
っ
た
魚
な
ど
を
販
売
し
て
い
る
直
売

所「
は
ん
ば
た
市
場
」な
ど
を
視
察
し
ま
し

た
。



齋清志 会長須田善明 副会長寺澤薫 副会長

浅野俊彦 監事

早坂利悦 監事

  
第
１
回
町
村
長
会
議

　

５
月
21
日
、
県
自
治
会
館
に
お
い
て
、

令
和
７
年
度
第
１
回
町
村
長
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
①
役
員
選
任
に
関
す
る
申

し
合
わ
せ
事
項
の
改
正
に
つ
い
て
、
②
会

長
の
選
任
に
つ
い
て
、
③
副
会
長
の
選
任

に
つ
い
て
、
④
監
事
の
選
任
に
つ
い
て
の

４
議
案
が
審
議
さ
れ
、
次
の
と
お
り
役
員

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

会　

長　

齋　
　

清
志　

大
河
原
町
長

（
再
任
）

副
会
長　

須
田　

善
明　

女
川
町
長（

再
任
）

副
会
長　

寺
澤　
　

薫　

七
ヶ
浜
町
長

（
再
任
）

監　

事　

早
坂　

利
悦　

色
麻
町
長（

再
任
）

監　

事　

浅
野　

俊
彦　

大
和
町
長（

新
任
）

※
任
期　

令
和
７
年
５
月
30
日
～
令
和
９　

　

年
５
月
29
日

　

そ
の
後
、
農
林
水
産
省
東
北
農
政
局
次

長 

清
野
哲
生 

氏
か
ら
、「
東
北
農
政
局
の

農
村
活
性
化
支
援
に
つ
い
て
」と
題
し
て

政
策
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

 

第
２
回
町
村
長
会
議
・
政
務
委
員
会

　

６
月
24
日
、
県
自
治
会
館
に
お
い
て
、

令
和
７
年
度
第
２
回
町
村
長
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
令
和
６
年
度
会
務
報
告
が

行
わ
れ
た
後
、
①
令
和
６
年
度
宮
城
県

町
村
会
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算（
案
）に

つ
い
て
、
②
令
和
６
年
度
宮
城
県
町
村
会

公
有
物
件
共
済
事
業
特
別
会
計
収
支
決
算

（
案
）に
つ
い
て
、
③
令
和
６
年
度
全
国
町

村
職
員
生
活
協
同
組
合
宮
城
県
支
部
会
計

歳
入
歳
出
決
算（
案
）に
つ
い
て
の
３
議
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
の
通
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

町
村
長
会
議
終
了
後
、
引
き
続
い
て
政

務
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、「
令
和
８
年
度
政

府
予
算
編
成
並
び
に
施
策
に
関
す
る
要
望

書
」の
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
議
結
果
を
も
と
に
要
望
内
容

を
修
正
し
、
７
月
30
日
、
31
日
に
、
県
関

係
国
会
議
員
や
各
省
庁
に
対
し
要
請
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

 

政
務
委
員
会
幹
事
会

　

５
月
13
日
、
県
自
治
会
館
に
お
い
て
政

務
委
員
会
幹
事
会
を
開
催
し
、「
令
和
８
年

度
政
府
予
算
編
成
並
び
に
施
策
に
関
す
る

要
望
」に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

政
務
委
員
会
幹
事
会
は
、
町
村
企
画
財

政
課
長
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
審
議
結
果
を
も
と
に
要
望
内
容
を
修
正

し
、
６
月
24
日
開
催
の
政
務
委
員
会
に
提

出
し
て
い
ま
す
。

 

災
害
共
済
事
業
担
当
者
説
明
会

　

６
月
６
日
、
県
自
治
会
館
に
お
い
て
災

害
共
済
事
業
担
当
者
説
明
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
出
席
し
た
各
市
町
村
や
一
部
事

務
組
合
の
共
済
事
務
担
当
者
に
対
し
、
全

国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
の
各
共
済
事

業
、
公
有
建
物
・
自
動
車
共
済
事
業
、
災

害
対
策
費
用
保
険
、
総
合
賠
償
補
償
保
険
、

非
常
勤
職
員
公
務
災
害
補
償
保
険
、
自
治

体
委
託
業
務
等
災
害
補
償
保
険
、
職
員
任

意
共
済
保
険
、
職
員
個
人
年
金
共
済
等
に

つ
い
て
の
説
明
を
実
施
し
ま
し
た
。
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町
村
会
日
誌

５
月

▼
13
日　
政
務
委
員
会
幹
事
会（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
21
日　
正
副
会
長
会
議
、
町
村
長
会
議（
宮
城
県
自
治

会
館
）

▼
23
日　
行
政
課
題
研
修
Ⅰ（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
30
日　

宮
城
県
市
町
村
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
総

会
、
宮
城
県
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
村

協
議
会
総
会
、
全
国
過
疎
地
域
連
盟
宮
城
県

支
部
総
会
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
宮
城
県
支

部
総
会
、
宮
城
県
観
光
地
所
在
町
村
協
議
会

総
会（
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

６
月

▼
６
日　
災
害
共
済
事
業
担
当
者
説
明
会（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
16
日　

宮
城
県
町
村
会
監
事
会
、
宮
城
県
市
町
村
非

常
勤
消
防
団
員
補
償
報
償
組
合
監
査（
宮
城
県

自
治
会
館
）

▼
17
日　

町
村
の
振
興
を
考
え
る
会（
全
国
町
村
会
館
）

齋
会
長
出
席

▼
18
日　

全
国
自
治
協
会
評
議
委
員
会
、
全
国
町
村
会

政
務
調
査
会
、
全
国
町
村
会
理
事
会
、
都
道

府
県
町
村
会
長
会
、
全
国
町
村
職
員
生
活
協

同
組
合
総
代
会（
全
国
町
村
会
館
）齋
会
長
出

席

▼
24
日　

正
副
会
長
会
議
、
町
村
長
会
議
、
政
務
委
員 

            

会（
宮
城
県
自
治
会
館
）

▼
26
・
27
日　
北
海
道
東
北
六
県
町
村
会
長
会
議（
山
形

県
鶴
岡
市
）齋
会
長
出
席

▼
30
日
～
７
月
１
日　

宮
城
県
観
光
地
所
在
町
村
協
議

会
視
察
研
修（
静
岡
県
河
津
町
、
西
伊
豆
町
）

　

宮
城
県
町
村
会
で
は
、
県
内
21
の

町
や
村
に
実
際
に
訪
れ
、
観
光
や
イ

ベ
ン
ト
等
の
体
験
を
通
し
て
、
そ
の

地
域
に
し
か
な
い
魅
力
を
深
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ
か
け
づ

く
り
と
し
て
、
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

○
応
募
要
件

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
内
に
宮
城

県
内
21
町
村
の
う
ち
、
１
町
村
を
訪

れ
、
税
込
２
，
０
０
０
円
以
上
を
消

費
さ
れ
た
方
。
な
お
、
全
国
ど
な
た

で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
県
内
在
住

の
場
合
は
自
分
の
住
ん
で
い
る
町

村
を
除
く
１
町
村
を
訪
れ
て
消
費

さ
れ
た
方
。

○
消
費
対
象

　

各
町
村
で
の
飲
食
費
、
土
産
代
、

宿
泊
費
、
観
光
施
設
等
の
利
用
料
、

拝
観
入
場
料
、
体
験
料
等
。

※
コ
ン
ビ
ニ
や
駐
車
場
料
は
対
象

外
で
す
。

○
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
期
間

　

令
和
７
年
７
月
１
日
㈫
か
ら
令

和
７
年
10
月
31
日
㈮
ま
で

※
応
募
締
切
は
令
和
７
年
11
月
４

日
㈫
ま
で

○
応
募
方
法

　

宮
城
県
内
21
町
村
の
各
役
場
、
ま

た
は
道
の
駅
な
ど
に
設
置
し
て
あ

る
応
募
用
紙
を
使
用
し
て
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
務
局
あ
て
に
郵
送
い
た

だ
く
か
、
特
設
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
応

募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

U
R

L

：https://m
achico.m

u/
special/detail/2698

み
や
ぎ
の
21
町
村
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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重要伝統的建造物群保存地区の蔵の町並み

採れたて新鮮野菜を求めて、
たくさんの人が訪れる道の駅村田
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❖
県
内
21
の
町
村
か
ら
お
伝
え
し
ま
す

村
田
町
は
町
制
施
行
１
３
０
周
年
・
町
村
合
併
70
周
年

「
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち 

む
ら
た
」の
実
現
を

　

村
田
町
は
、
明
治
28
年
11
月
の
町

制
施
行
か
ら
１
３
０
周
年
、
昭
和
30

年
４
月
の
沼
辺
村
、
富
岡
村
菅
生
と

の
町
村
合
併
か
ら
70
周
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。

　

１
３
０
年
と
い
う
長
い
道
の
り
に

は
、
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
、
平
成

か
ら
令
和
と
時
代
の
移
り
変
わ
り
と

と
も
に
、
幾
多
の
試
練
や
困
難
も
あ

り
ま
し
た
が
、
郷
土
の
先
人
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
、
今
日
の
村
田

町
が
あ
り
ま
す
。

　

村
田
町
は
今
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
、

自
然
、
人
と
い
う
素
晴
ら
し
い
資
源

を
活
用
し
、
次
の
世
代
に
つ
な
ぎ
、

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
推
し
進

め
る
た
め
に
も
、
子
育
て
・
教
育
環

境
の
充
実
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
土

地
利
用
の
促
進
、
防
災
・
減
災
対
策

な
ど
、
先
を
見
据
え
た
投
資
を
行
い

「
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち 

む
ら
た
」の
実
現
に
向
け
て
、
町
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
の

年
を
、
多
く
の
方
々
と
共
に
こ
の
喜

び
を
分
か
ち
合
う
た
め
、
記
念
式
典

の
ほ
か
各
種
記
念
事
業
を
展
開
し
て

い
く
予
定
で
す
。

共 済 事 業 ア レ コ レ

自動車事故にあったときには
　自動車を運転していれば、いつ事故に遭うかわかりません。
　事故が発生したら以下のような点に注意して焦らずに対処
しましょう。

・けが人・損害の確認と危険防止措置
　けが人がいる場合、速やかに救護し、必要なら救急車を手
配するとともに、事故車を安全な場所に移動させるなど、路
上の危険防止措置を行って下さい。
　その後、損害状況を確認し警察に通報してください。通報
しなかった場合、事故証明書が取得できず対応できない場合
もあります。

・口頭で賠償の約束をしない
　事故の過失割合は過去の判例などを参考に交渉しますが、
動いている車同士の事故であればほとんどの場合お互いに過
失が発生します。　　　　
　事故現場で相手への賠償を約束してしまうと、後々の交渉
に差し支える可能性がありますので、ご注意ください。

・事故処理が終わったら
　現場での事故処理が終了したら、休日夜間でも対応可能な
事故受付フリーダイヤルでご連絡ください。受付後は専属調
査員がお相手との示談締結に向けた調査連絡にあたらせてい
ただきます。

事故受付フリーダイヤル ℡0120-258-459
総務・事業課（共済担当） ℡022-221-9203

　円満な事故解決のため、ご契約者様の適切な初動対応と迅
速な連絡をお願いします。

町村会の予定

  ７７月月　　
　　
 １日	 全国町村会理事会、都道府県町村会長会
13日	 宮城県市町村職員採用統一試験
23日	 税務課長代表者会議
24日	 全国町村会理事会、都道府県町村会長会
25日	 北海道東北六県町村会協議会中央要請活動
30日	 自由民主党本部に対する要請活動
	 宮城県関係国会議員に対する要望事項説明会
31日	 政府関係省庁に対する要請活動

  ８８月月 
４・５日	
	 北海道東北六県山村振興ブロック会議
26日	 政務委員会幹事会

宮
城
町
村
会
だ
よ
り

村
田
町

２
０
２
５
年
６–

７
月
号


